
外来がん薬物治療情報提供書

 がん化学療法を行っている患者の副作用の重症度を確
認できるツールを作成しました。

（特に、緊急受診が必要な副作用を判断できるように）

 作成にあたりCTCAE・がん薬物療法に伴う皮膚障害アト
ラス＆マネジメント・がん薬物療法専門医のアドバイスを
もとに当院独自の情報提供書を作成しています。



外来がん薬物治療情報提供書

中等症の副作用
（CTCAE G2程度)
⇒本提供書で報告

してください。

重症の副作用（CTCAE G3程度)
⇒外来・かかりつけ医受診を

促してください

緊急受診（連絡）が必要な症状
⇒患者から医師へ早急に連絡
するように指示してください



当院の運用

外来がん薬物治療情報提供書をFAX送信
FAX番号06-6646-6051（平日9：00～16：30）

化学療法室担当薬剤師がFAXを確認

担当薬剤師が内容を評価して電子カルテにFAX内容を取り込む

保険薬局に返信



注意点

 本運用は外来がん薬物治療情報提供書による情報提
供に限った運用です。

 外来がん薬物治療情報提供書は緊急性は低いものの
処方医に伝える必要があると判断された内容、または緊
急時の対応が終了した内容が対象です。

 保険薬局独自のトレーシングレポートなど他のフォー
マットを使用する場合は当院外来がん薬物治療情報提
供書にも記載の上、同時に送付してください。
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